
伊奈町（いなまち）

＜行政組織＞

①議会(H14.3.1 現在)

議長 篠塚 皓男 副議長 冨山 和夫

任期 H15.6.30 定数 16 名 現議員数 15 名

党派別 公明 1 共産 2 無 12

②三役(H14.3.1 現在)

長 飯島 善 任期 H10.7.23～H14.7.22

助役 野口 益夫 収入役 只越 泰典

③職員数 （人）

H11 年度 H12 年度 H13 年度
職員数

259 258 258

普通会計 239 一般行政職 115

うち施設関係 61 技能労務職 28

企業職 7職員一人

当たり住民数
101.1

消防職 42

公営事業会計 19 教育職 18

職員構成

(H13.4.1)

合計 258 その他 48

④機構図（H14.3.1 現在）
＜町長＞－＜助役＞－

総 務 部 総務課、企画政策課

財政課、税務課

厚生福祉部 住民課、保健福祉課

保健センター、保育所

生活経済部 環境生活課、産業経済課

都市建設課

つくばエクスプレス対策室

＜収入役＞ 出納室

＜管理者＞ 水道課

＜議 長＞ 議会事務局

＜教育長＞ 学校教育課、生涯学習課、町史編纂室

図書館、中央公民館、小中学校

幼稚園、給食センター、総合運動公園

郷土資料館、間宮林蔵記念館

歴史公園

＜会 長＞ 農業委員会事務局

＜消防本部＞ 総務課、警防課、予防課

＜概要＞

①沿革

昭和 29 年 7 月 1 日 合体 三島村 谷井田村 豊村 小張村

昭和 30 年 2 月 21 日 編入 久賀村大字足高 東栗山 城中

昭和 30 年 6 月 10 日 編入 板橋村

昭和 60 年 4 月 1 日 町政施行

②地勢・風土等

伊奈町は茨城県の南西部に位置し、首都圏 40 圏にあり、

気象災害の少なく温暖な気候です。南西部の水田地帯と北

東部の畑地帯に二分され、水田地帯には豊かな水を湛えた

小貝川が流れており、平坦な農地は整然と区画された田園

地帯が広がっており、畑地帯には畑地と樹林地が貴重な自

然景観を構成しています。日本でも有数なゴルフ場がありま

す。

③人口・世帯数

国勢調査

H2 H7 H12

常住人口

（H14.3.1）

男 13,168 13,045 12,672 12,575

女 13,436 13,220 12,897 12,823
人

口

(人) 合計 26,604 26,265 25,569 25,398

世帯数 7,000 7,405 7,701 7,776

④有権者数（H13.12.2 現在） ⑤老齢人口割合（H12 国勢調査）

男 女 計 老齢人口割合有権者数

（人） 10,504 10,690 21,194 15.6％

＜産業・経済＞

①生産・所得（平成 10 年度）

市町村内総生産 496 億円 就業者 1人当たり 6,278 千円

住民所得 737 億円 人口 1 人当たり 2,845 千円

②産業構造 （百万円･人）

区分 総生産額(H10 年度) 就業人口(H12 国調)

第 1 次 1,926 3.9％ 810 6.02％

第 2 次 17,073 34.4％ 4,972 36.98％

第 3 次 31,870 64.2％ 7,556 56.20％

総額・総数 49,663 ― 13,445 ―

③農業・工業・商業 （人･百万円）

農家数 農業就業人口
農業粗生産額
(H11.1.1～H11.12.31)農業

（H12.2.1）
1,277 1,515 304（千万円）

事業所数 従業者数
製造品出荷額等
(H11.1.1～H11.12.31)

製造業

(H11.12.31)
57 1,491 32,361

商店数 従業者数
年間販売額

(H10.4.1～H11.3.31)卸・小売業

(H11.7.1)
161 806 13,705

④特産物

コシヒカリ、太郎兵衛もち米

地域指定 一部事務組合加入事業 公営企業<住所>300-2395 筑波郡伊奈町大字福田 195

<Tel> 0297-58-2111 <Fax> 0297-58-5611

<HP>http://www.town.ina.ibaraki.jp

<e-mail>info@town.ina.ibaraki.jp

ロゴマーク

類型 Ⅵ-3 ｺｰﾄﾞ番号 084824 面積 45.54k ㎡

近郊整備 火葬場、下水道、ごみ処

理、し尿処理、徴収

上水道



<財政状況>

①決算収支 （千円・％）

年度 Ｈ11 決算 H12 決算 増減率

歳 入 9,382,327 8,123,765 -13.4

歳 出 8,886,095 7,843,613 -11.7

形式収支 496,232 280,152 ―

実質収支 447,542 270,624 ―

単年度収支 63,018 -176,918 ―

実質単年度収支 64,341 95,947 ―

積立金現在高 3,725,916 3,349,706 -10.1

地方債現在高 8,451,985 7,827,581 -7.4

②財源及び支出の状況（構成比） （％）

区分 Ｈ11 決算 H12 決算

一般財源 71.1 83.4

自主財源 40.4 42.4

義務的経費 36.9 42.8

投資的経費 20.7 15.4
③主な歳入・歳出 （百万円・％）

区分
H12

決算
増減率

H13

見込み
増減率

H14

当初予算
増減率

歳 入 8,123 -13.4 7,565 -6.8 7,546 -0.3

うち地方税 2,239 -4.6 2,209 -1.3 2,168 -1.9

うち地方交付税 3,098 1.2 2,856 -7.8 2,790 -2.3

うち国県支出金 493 -43.4 537 8.9 497 -7.4

うち地方債 258 -72.6 351 23.1 475 35.3

歳 出 7,843 -11.7 7,217 -7.9 7,546 4.6

人件費 1,908 -0.9 2,004 5.0 2,057 2.6

扶助費 292 -44.1 358 22.6 423 18.2

公債費 1,155 -39.7 851 -26.3 886 4.1

う

ち

義

務

的

経

費 計 3,356 2.5 3,213 -4.2 3,366 4.8

うち物件費 1,234 -2.6 1,261 2.1 1,352 7.2

補

助
280 18.3 123 -127.6 112 -8.9うち

普通建設

事業費 単

独
859 -42.3 615 28.4 605 -1.6

④主要指標（平成 12 年度）

区分 指数等

標準財政規模 6,033 百万円

歳出決算倍率 1.3 倍

経常収支比率 78.2 ％

財政力指数（3 ヶ年平均） 0.455

実質収支比率 4.5 ％

公債費比率 13.5 ％

公債費負担比率 17.1 ％

起債制限比率（3 ヶ年平均） 6.7 ％

地方債現在高倍率 1.3 倍

税の徴収率 89.1 ％

財調・減債 1,639 百万円
積立金現在高

特定目的 1,710 百万円

ラスパイレス指数(H13.4.1) 96.2

⑤市町村税の状況（平成12年度） （千円・％）

区分 調定額 収入額 徴収率
収入額

前年比

1,330,048 1,163,791市町村民税

（構成比） （52.9） （52.0）
87.5 -6.3

1,024,823 920,624固定資産税

（構成比） （40.8） （41.1）
89.8 -3.2

159,384 154,984その他の税

（構成比） （6.3） （6.9）
97.2 0.6

合計 2,514,255 2,239,399 89.1 -4.6

＜公共施設整備状況＞（平成 12 年度）

小学校 6 校 老人福祉施設 2 ヶ所

中学校 2 校 病院・診療所 0 ヶ所

幼稚園 2 園 道路改良率 18.2％

保育所 4 ヶ所 道路舗装率 68.0％

図書館 1 ヶ所 ごみ焼却処理率 48.8％

公営住宅 75 戸 し尿衛生処理率 100.0％

1 人当たり公園面積 1.6 ㎡ 上水道等普及率 93.5％

公民館等 1 ヶ所 排水等処理率 31.6％

体育館 2 ヶ所

プール 0 ヶ所

施設充足率（公私

立幼稚園保育所）
147.3％

＜主要施策等＞

①主要施策実施状況 （百万円）

名称
期

間
内容

概算

事業費

神生バイパス整

備事業

H12

～

H15

・メディアパーク整備事業からきらくや

まふれあいの丘までのアクセスを図

る新道路の整備
535

板橋地内道路整

備事業

H12

～

H15

・県道取手つくば線と野田牛久線バイ

パス間の町道改良拡幅及び排水整

備
250

都市下水路整備

事業

Ｈ5

～

Ｈ18

・勘兵衛新田市街地の雨水対策の流

末である蛇沼排水路の整備 2,234

②今後の主要課題・特色ある行政等

＜主要課題＞

・情報公開制度

・行政評価システム

・負担金審議会


